
要
旨
三
十
六
歌
仙
の
伝
記
の
集
成
「
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
の
異
本
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
翻
刻
、
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
後
管

見
し
た
伝
本
を
加
え
て
、
更
め
て
本
文
を
比
較
・
検
討
し
て
、
旧
稿
の
不
備
を
補
訂
し
、
異
本
の
原
態
的
本
文
に
も
言
及
す
る
。

簡
校
『
歌
仙
傳
」

’
三
十
六
人
歌
仙
伝
余
考
Ｉ

新
藤
協
三
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簡校『歌仙傳』（新藤）

仙
松
野
陽
一
氏
蔵
『
歌
仙
傳
』

「
松
野
本
」
と
呼
称
。
嘘

③
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
一
五
（

三
十
六
歌
仙
の
伝
記
を
集
成
し
た
「
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
の
本
文
に
は
、
群
書
類
従
所
収
本
文
を
始
め
と
す
る
流
布
本
系
本
文
の
外
に
、

（
１
）

異
本
系
本
文
も
伝
存
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
異
本
本
文
に
つ
い
て
は
か
つ
て
拙
稿
で
翻
刻
、
紹
介
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
、
異
本
の

伝
本
は
松
野
陽
一
氏
蔵
本
の
一
本
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
同
系
本
文
の
伝
存
が
漸
次
知
ら
れ
る
に
伴
っ
て
、
松
野
本
一
本
の
み
で
は

知
り
得
な
か
っ
た
本
文
の
誤
謬
・
欠
陥
等
に
つ
い
て
も
補
訂
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
旧
稿
の
不
備
を
補
う
意
図
を
も
含
め
て
、
管
見
し

た
異
本
系
本
文
を
つ
き
合
わ
せ
て
、
校
合
を
主
と
し
た
本
文
批
判
を
試
み
た
い
と
思
う
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
管
見
諸
本
い
ず
れ
も
相
互
に
本
文
的
欠
陥
を
有
す
る
た
め
、
諸
本
文
を
つ
き
合
わ
せ
て
現
出
す
る
と
こ
ろ
の
校
訂

本
文
を
以
て
、
原
初
形
態
本
文
と
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
故
、
対
校
の
結
果
得
ら
れ
る
校
異
本
文
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
そ
の

是
非
を
探
る
こ
と
に
し
た
い
。

最
初
に
、
管
見
し
た
伝
本
を
掲
げ
る
。

■■■■■■■

q■■■■■■

■■■■■■■

『
称
。
略
号
Ⅱ
松

（
一
五
○
・
六
二
二
）

「
歌
仙
傳
」
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私
に
「
書
陵
部
Ａ
本
」
と
呼
称
。
略
号
Ⅱ
Ａ

③
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
一
五
四
・
七
）
『
歌
集
襟
抄
』
所
収
「
歌
仙
傳
」

私
に
「
書
陵
部
Ｂ
本
」
と
呼
称
。
略
号
Ⅱ
Ｂ

側
高
松
宮
家
旧
蔵
（
七
・
二
二
七
・
六
）
『
歌
集
樵
抄
』
所
収
「
歌
仙
傳
」

私
に
「
高
松
宮
甲
本
」
と
呼
称
。
略
号
Ⅱ
甲

⑥
高
松
宮
家
旧
蔵
（
七
・
二
二
七
・
七
）
『
代
々
集
』
所
収
「
歌
仙
傳
」

私
に
「
高
松
宮
乙
本
」
と
呼
称
。
略
号
Ⅱ
乙

⑥
陽
明
文
庫
蔵
（
二
四
三
・
一
三
三
）
『
歌
仙
傳
』

本
文
形
態
か
ら
異
本
本
文
と
判
明
す
る
が
、
虫
損
が
甚
だ
し
く
、
本
文
を
精
査
し
得
な
い
の
で
、
対
校
本
文
か
ら
除
外
す
る
。

以
上
の
六
本
の
う
ち
披
見
に
堪
え
な
い
陽
明
文
庫
本
を
除
き
、
松
野
本
以
下
の
五
本
を
以
て
対
校
す
る
が
、
底
本
本
文
に
は
②
書
陵
部

Ａ
本
を
採
用
す
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
書
陵
部
Ａ
本
が
相
対
的
に
良
好
な
本
文
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
逐
一
掲
出
す
る
具

体
例
か
ら
自
ら
肯
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

０

１
如
古
今
和
歌
集
序
者
注
先
師
柿
下
大
夫
（
人
麿
）

（
諸
本
間
で
異
同
の
あ
る
部
分
を
含
む
本
文
を
、
通
し
番
号
を
付
し
て
掲
出
し
、
異
同
部
分
の
右
傍
に
「
○
」
印
を
付
す
。
底
本
Ⅱ
書

陵
部
Ａ
本
に
欠
脱
の
場
合
に
は
「
※
」
印
で
示
す
こ
と
に
し
、
異
同
部
分
の
他
本
文
の
下
に
、
そ
の
本
文
を
持
つ
伝
本
名
を
略
号
で
記

す
。
掲
出
本
文
の
下
に
、
括
弧
を
付
し
て
当
該
本
文
の
所
在
部
分
を
示
す
。
）

○
歌
ｌ
ナ
シ
（
松
）
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○
所
１
１
書
（
松
Ｂ
甲
乙
）

Ｏ

皿
山
ふ
か
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
（
躬
恒
・
歌
）

○
橡
ｌ
将
（
松
Ｂ
甲
－

０

９
御
所
所
預
（
貫
之
・
割
注
）

７
（
持
統
天
皇
五
年
辛
卯
）
四
月
十

○
幸
１
１
ナ
シ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○

８
延
喜
六
年
二
月
任
越
前
権
少
橡

○
橡
ｌ
将
（
松
Ｂ
甲
乙
）

０

６
天
武
天
皇
八
年
己
卯
五
月
庚
辰
朔
甲
申
幸
吉
野
宮
若
此
時
欺
（
人
麿
・
傍
注
）

○
傍
注
全
文
ｌ
ナ
シ
（
Ｂ
甲
）

Ｏ

５
正
二
位
条
又
以
不
審
（
。

○
不
’
１
ナ
シ
（
松
）

Ｏ

３
式
乗
竹
帛
傳
（
人
麿
）

○
式
ｌ
或
（
松
一

○

４
将
傳
之
書
写
之
誤
欺

○
之
ｌ
云
（
松
一

０

２
被
天
皇
知
食
和
歌
趣
歎
（
人
麿
）

○
被
ｌ
彼
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
年
１
１
月
（
松
乙
）

審霧籔移
へBへB

人甲人甲
麿乙麿乙
一一…ー

○

四
月
幸
吉
野
宮
者
未
知
行
何
日

（
貫
之
）

（
人
麿
）
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Ｏ

肥
依
惟
喬
親
王
説
集
父
之
寄
（
友
則
）

父
歎

○
父
’
又
（
Ｂ
）
．
又
（
松
甲
乙
）

Ｏ

岨
可
謂
友
則
父
寄
人
歎
（
友
則
）

賂
※
歸
佛
理
以
求
報
恩
（
遍
昭
）

○
※
ｌ
ｌ
自
（
松
Ｂ
甲
乙
）

Ｏ

Ⅳ
号
日
良
因
朝
臣
取
住
所
之
名 。

Ｏ

咽
ひ
は
ら
も
い
ま
た
く
も
ら
ぬ
に
（
家
持
・
歌
）

○
ぬ
に
ｌ
ね
は
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
０

Ｍ
神
護
景
雲
元
年
八
月
任
大
宰
少
散
（
家
持
）

○
八
月
ｌ
ナ
シ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

Ｏ

賜
至
海
部
郡
玉
津
嶋
頓
宮
留
十
有
餘
日
（
赤
人
）

日
欺

○
日
ｉ
月
（
Ｂ
甲
）
・
月
（
松
乙
）

Ｏ

岨
延
長
四
年
大
井
河
行
幸
和
寄
番
所
（
躬
恒
）

Ｏ

Ⅱ
延
喜
七
年
正
月
十
三
日
任
丹
波
権
大
目
（
躬
恒
）

○
大
Ｉ
少
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
ふ
’
た
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
名
ｌ
各
（
松
Ｂ
乙
）

○
番
Ｉ
署
（
松
Ｂ
甲
乙
）

（
素
性
）

’
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○
○

助
参
議
従
四
下
右
兵
衛
督
（
兼
輔
・
系
図
傍
注
）

○
兵
衛
ｌ
衛
門
（
松
Ｂ
甲
乙
）

Ｏ

邪
（
寛
平
）
十
年
正
月
任
讃
岐
権
橡
（
兼
輔
）

別
假
他
名
入
彼
集
歎
（
猿
冬

○
名
Ｉ
各
（
Ｂ
乙
）

父
欺

○
父
’
又
（
Ｂ
）
．
又

Ｏ

別
生
年
仁
寿
弁
衡
比
歎
（
友
則
）吝

○
弁
ｌ
井
（
Ｂ
甲
）
丘

Ｏ

別
假
他
名
入
彼
集
歎
（
猿
丸
）

○

町
（
天
暦
）
八
年
正
月
任
大
宰
大
戴
（
朝
忠
）

０
０
Ｏ

恥
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は
神
そ
し
る
ら
ん

○
は
ｌ
を
（
松
Ｂ
甲
乙
）

別
（
延
木
）
十
五
年
※
七
日
叙
従
五
位
下
（
兼
輔
）

○
兵
衛
ｌ
衛
門
（
松
Ｂ
甲
乙

Ｏ

路
（
寛
平
）
十
年
正
月
任
讃
岐
権
橡

○
権
１
１
ナ
シ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

、
〃
臼
〆
飛
翻
パ
ヨ
ノ
引
一
ｌ
「
ｌ
「
丁
ユ
ム
エ
》
の
鍼
０
『
０
ｒ
ト
ト
ハ
ェ
峨
錘

○
※
ｌ
正
月
（
松
Ｂ
甲
一

○

筋
兼
輔
卿
向
彼
奮
宅
見
花
詠
寄

○
向
ｌ
ナ
シ
（
Ｂ
甲
乙
）

０
０
０

ｏ
宰
１
１
宮
（
Ｂ
甲
）

○
し
る
ｌ
ま
も
（
松
）

（
松
Ｂ
甲
乙
）

（
松
Ｂ
甲
乙
）

斉
欺

・
井

（
松
甲
乙
）

（
兼
輔
・
割
注
）

（
松
乙
）

（
朝
忠
・
歌
）
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劉
漂
川
謝
（
重
之
系
図
）

※

○
※
１
１
各
割
注
ノ
傍
書
ア
リ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

（
兼
忠
）
四
位
参
木
治
部
卿
母
昭
宣
公
女

※
※

弱
『
兼
忠
ｌ
能
正

剥
大
外
記
御
舩
宿
祢
傳
説
勘
文
云
（
頼
基
）

○
大
’
十
（
Ｂ
甲
）

Ｏ

塊
蔵
人
労
本
官
如
故
（
公
忠
・
割
注
）本
ノ
マ
、

○
労
ｌ
以
方
（
松
Ｂ
甲
）
・
以
方
（
乙
）

○

銘
（
延
長
）
七
年
正
月
任
右
少
弁
（
公
忠
）

別
天
徳
二
年
正
月
十
※
昇
殿
（
高
咋

○
※
Ｉ
九
日
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
○

釦
（
延
長
）
九
年
三
月
任
左
近
衛
少
将
（
敦
忠
）

○
年
・
月
１
月
・
日
（
松
Ｂ
甲
乙
）

別
天
徳
二
年
正
月
十
※
昇
殿
（
高
光
）

○

羽
延
長
六
年
正
月
十
七
日
叙
従
五
位
上
（
敦
忠
）

Ｏ

朋
昔
は
物
は
お
も
は
さ
り
け
り

Ｏ
は
ｌ
を
（
松
Ｂ
甲
乙
）

○
弁
１
１
年
（
Ｂ
甲
）

○
十
ｌ
ナ
シ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

ノ

（
敦
忠
・
歌
）
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○
※
’
よ
（
松
Ｂ
甲
乙
）

娚
（
天
禄
）
三
年
閏
二
月
任
※
副
（
能
宣
）

○
元
ｌ
ナ
シ
（
乙
）
○
０
０
Ｏ

狐
康
保
三
年
正
月
廿
七
日
任
丹
波
介
（
元
真
）

○
任
丹
波
介
ｌ
ナ
シ
（
Ｂ
甲
）

蛇
※
そ
の
な
き
名
の
立
に
け
る
か
な
（
小
大
君
・
歌
）

○
は
ｌ
の
企

Ｏ

仙
永
観
元
年
卒
（
順
）

○
元
ｌ
ナ
シ

Ｏ

釣
ふ
け
ゐ
の
浦
に
ゐ
る
た
つ
は
な
と
か

○
は
ｌ
の
（
松
Ｂ
甲
乙
）

（
重
之
）
相
模
守
或
云
兼
忠
男

諦
風
を
い
た
み
い
は
う
つ
な
み
の
を
の
れ
の
み
※
〈
下
句
欠
〉

○
※
ｌ
く
た
け
て
物
を
お
も
ふ
こ
ろ
哉
〈
下
句
有
り
〉
（
松
Ｂ
甲
乙
）

０
○
○
○

町
（
承
平
）
八
年
三
月
任
左
衛
門
権
少
尉
（
信
明
）

○
八
年
三
月
ｌ
ナ
シ
（
乙
）
・
八
年
二
月
（
Ｂ
）

Ｏ

銘
（
天
慶
）
五
年
三
月
廿
九
日
叙
従
五
位
下
（
信
明
）

○
叙
ｌ
ナ
シ
（
乙
）

（
能
正
）
四
位

（
兼
信
）
五
位
四
位
皇
太
后
大
夫

（
清
正
・
歌
）
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Ｏ

“
天
徳
二
年
正
月
冊
日
任
摂
津
権
大
目
（
忠
見
）

Ｏ

妬
兵
下
大
輔
篤
行
王
三
男
（
》

○
三
ｌ
之
（
松
Ｂ
甲
）

Ｏ

妬
中
務
卿
敦
慶
親
王
女
（
中
務

敦
イ

○
敦
ｌ
教
（
松
Ｂ
甲
乙
）

齊
本
云

卿
承
保
二
年
依
左
府
仰
（
奥
書

○
書
本
云
ｌ
ナ
シ
（
松
【

斎
院
次
官

銘
盛
方
注
出
之
（
奥
書
・
傍
書
）

○
斎
院
次
官
ｌ
ナ
シ
合

的
其
時
※
盛
方
六
位
也
（
奥
書

○
※
１
件
（
松
Ｂ
甲
乙
）

平
少
納
言

別
信
國
書
写
之
（
奥
書
・
傍
書
）

○
平
少
納
言
ｌ
ナ
シ
（
松
）

大

Ｏ
※
ｌ
少
（
松
）

ｔ

○
権
１
１
ナ
シ
（
乙
）（

奥
書
・
傍
書
）

（
松
Ｂ
）

（
中
務
・
割
注
）

（
奥
書
・
傍
書
）

（
兼
盛
・
割
注
）

へ

B
…
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右
に
掲
げ
た
五
○
箇
所
が
、
松
Ａ
Ｂ
甲
乙
の
五
本
の
い
ず
れ
か
が
相
互
に
異
文
と
な
る
本
文
異
同
箇
所
で
あ
る
が
、
一
瞥
し
て
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
五
本
の
う
ち
で
は
書
陵
部
Ａ
本
が
他
四
本
と
隔
絶
し
て
、
独
り
特
異
本
文
を
有
す
る
場
合
が
多
く
、
他
の
四
本
で
は
補
訂

し
得
ぬ
欠
陥
本
文
を
、
書
陵
部
Ａ
本
で
校
訂
し
得
る
箇
所
も
見
当
た
る
な
ど
、
そ
の
本
文
価
値
の
貴
重
さ
を
示
顕
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

本
稿
の
底
本
に
書
陵
部
Ａ
本
を
採
用
し
た
所
以
で
あ
る
が
、
い
ま
、
書
陵
部
Ａ
本
本
文
が
他
四
本
よ
り
も
特
異
で
あ
る
点
を
も
示
す
意
図

で
、
五
本
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
異
文
数
を
掲
出
し
て
み
る
。
無
味
乾
燥
な
数
字
の
羅
列
に
な
る
が
、
多
い
順
に
掲
げ
る
と
（
前
掲
本
文
の
通

で
、
五
本
そ
れ
ぞ

し
番
号
で
示
す
）
、

書
陵
部
Ｂ
本
の
独
自
異
文
（
二
箇
所
）

松
野
本
の
独
自
異
文
（
五

１
．
５
・
恥
・
粥
・
帥

高
松
宮
乙
本
の
独
自
異
文

書
陵
部
Ａ
本
の
独
自
異
文
（
三
二
箇
所
）

２
．
３
．
４
．
６
．
７
．
８
．
９
．
Ⅲ
．
Ⅱ
・
胆
・
昭
．
Ｍ
・
脂
・
肥
・
咽
・
岨
・
加
・
〃
・
鴎
・
別
・
恥
・
肥
・
羽
・
釦
・
別
・

塊
・
弱
・
郡
・
釣
・
岨
・
妬
・
囎

松
野
本
の
独
自
異
文
（
五
箇
所
）

師
・
侶

訂
・
銘
・
伽
・
“

■■■■■

ー

1■■■■■■

（
四
箇
所
）
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、
、

の
如
く
で
、
松
野
本
以
外
の
四
本
で
は
「
副
」
と
の
み
あ
る
の
で
、
「
神
祇
少
副
」
な
の
か
「
大
副
」
な
の
か
判
然
と
せ
ず
暖
昧
で
あ
る

が
、
権
少
副
・
少
副
と
歴
任
し
て
来
た
か
ら
に
は
、
「
大
副
」
と
な
る
べ
き
が
当
然
で
、
こ
こ
は
松
野
本
が
正
し
い
本
文
を
伝
え
る
も
の

大

と
考
え
ら
れ
る
。
臆
測
を
廻
ら
せ
ば
、
他
四
本
は
「
任
少
副
」
の
傍
書
「
大
」
を
見
落
し
た
結
果
、
「
少
」
を
見
セ
消
チ
抹
消
し
た
処
置

以
上
の
如
く
で
あ
り
、
高
松
宮
甲
本
は
独
自
異
文
を
持
た
な
い
。
右
掲
の
本
文
の
う
ち
に
は
、
脱
文
の
た
め
に
独
自
異
文
と
な
る
例
、
た

と
え
ば
、
書
陵
部
Ａ
本
に
於
け
る
略
・
別
・
劃
・
鮒
・
蛇
な
ど
も
含
ま
れ
る
の
で
、
一
概
に
独
自
異
文
の
数
値
に
の
み
注
目
す
べ
き
で
は

な
く
、
そ
の
実
質
的
本
文
の
是
非
を
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
次
に
は
独
自
異
文
の
主
な
も
の
を
具
体
的
に
採
り
上
げ
て
、

各
伝
本
の
本
文
の
実
態
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

旧
稿
の
段
階
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
松
野
本
一
本
の
伝
存
を
知
り
得
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
た
め
、
翻
刻
、
紹
介
に
於
い
て
、
本
文
に
不

審
な
箇
所
が
あ
っ
て
も
「
（
マ
マ
と
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
の
四
伝
本
の
追
加
を
以
て
、
松
野
本
本
文
の
不
審
箇
所
の
い

く
つ
か
は
補
訂
可
能
に
な
っ
た
。
旧
稿
に
於
け
る
不
審
・
不
備
を
補
う
と
い
う
意
味
か
ら
も
、
先
ず
松
野
本
の
独
自
異
文
か
ら
見
て
ゆ
く

こ
と
に
す
る
。
松
野
本
の
誤
謬
・
欠
陥
と
な
る
の
は
、
１
「
如
古
今
和
（
歌
）
集
序
者
注
…
：
．
」
、
５
「
正
二
位
条
又
以
（
不
）
審
」
の

二
箇
所
に
於
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
「
歌
」
「
不
」
の
二
字
の
脱
落
で
あ
り
、
他
本
に
よ
っ
て
容
易
に
誤
り
を
訂
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、

他
四
本
に
比
し
て
、
松
野
本
本
文
の
方
が
優
勢
か
と
判
断
さ
れ
る
の
は
、
次
の
一
例
で
あ
る
。

大

娚
「
（
天
禄
）
三
年
閏
二
月
任
少
副
」

大
中
臣
能
宣
条
の
本
文
で
あ
る
が
、
能
宣
の
閲
歴
に
関
し
て
は
言
一
十
六
人
歌
仙
伝
』
が
最
も
信
懸
性
に
富
む
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
外

部
徴
証
を
求
め
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
結
局
前
後
の
本
文
か
ら
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
当
該
部
分
の
前
後
は
、

（
マ
マ
）

應
和
二
年
九
月
韓
権
少
副
。
安
和
元
年
十
二
月
韓
少
副
。
天
禄
元
十
月
廿
日
叙
従
五
位
下
三
年
閏
二
月
任
副
。
同
年
十
一
月
補
祭
主

（
底
本
本
文
）

の
如
く
で
、
松
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、

紀
貫
之
条
の
、
延
喜
六
年
二
月
に
越
前
権
少
橡
に
任
じ
た
折
の
、
そ
れ
ま
で
の
身
分
を
示
す
割
注
の
文
言
で
あ
る
が
、
「
御
書
所
」
で

あ
る
べ
き
は
言
を
俟
た
ず
、
書
陵
部
Ａ
本
の
非
は
明
白
で
あ
る
。

０

４
「
将
傳
之
書
写
之
語
欺
」

他
本
の
如
く
「
将
傳
云
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、
流
布
本
も
「
云
」
と
記
す
が
、
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
に
は
「
将
韓
々
書
嶌
之
誤

欺
」
と
、
書
承
の
間
の
転
誰
と
思
し
き
本
文
を
載
せ
る
。

他
四
本
の

に
も
「
式
」

あ
ろ
う
か
。

（
２
）

を
反
映
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
異
文
本
文
を
抄
出
、
整
備
し
た
流
布
本
に
は
、
「
三
年
閏
二
月
任
大
副
」
（
類
従
本
）
と
あ

っ
て
、
松
野
本
本
文
優
勢
の
蓋
然
性
を
示
唆
す
る
。

以
上
が
松
野
本
本
文
の
特
徴
点
の
お
お
よ
そ
で
あ
る
が
、
次
に
、
底
本
と
し
た
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
少
し
く
詳
細
に
眺
め

わ
た
し
て
お
く
。
先
に
も
少
し
触
れ
た
が
、
書
陵
部
Ａ
本
に
は
本
文
欠
脱
の
た
め
に
独
自
異
文
と
な
る
箇
所
も
ま
ま
見
ら
れ
る
な
ど
、
本

文
的
欠
陥
部
分
も
少
な
く
な
い
の
で
、
初
め
に
欠
陥
本
文
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

「
被
」
字
の
部
分
、

（
類
従
本
）
の
こ
の
部

○

３
「
式
乗
竹
帛
傳
」

０

９
「
御
所
所
預
」

０

２
「
被
天
皇
知
食
和
歌
趣
歎
」

（
３
）

Ｊ
の
部
分
、
他
四
本
は
「
彼
」
と
あ
り
、
ま
た
、
異
本
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
目
録
』

、

の
こ
の
部
分
に
も
「
彼
」
と
載
る
の
で
、
本
来
「
彼
天
皇
・
…
．
．
」
の
本
文
を
書
き
誤
っ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

「
或
」
の
方
が
文
意
が
通
じ
易
く
、
書
陵
部
Ａ
本
「
式
」
で
は
意
味
を
成
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
「
古
今
和
歌
集
目
録
』

と
あ
る
点
は
疑
問
を
残
す
。
『
古
今
和
歌
集
目
録
」
依
拠
の
『
歌
仙
伝
』
に
既
に
「
式
」
と
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
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『
古
今
和
歌
集
』
巻
七
、
三
五
八
番
歌
で
あ
る
が
、
管
見
し
た
古
今
集
諸
本
に
「
山
ふ
か
み
」
の
本
文
は
見
出
し
得
ず
、
ま
た
、
こ
の

歌
を
採
る
藤
原
公
任
撰
『
三
十
六
人
撰
』
の
伝
本
の
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
（
一
三
一
・
七
八
九
）
本
１
１
外
題
は
「
四
条
亜
槐
舟
六
人

撰
」
と
あ
り
、
後
京
極
良
経
と
慈
鎮
と
の
寄
合
書
と
の
伝
承
を
有
す
る
ｌ
、
陽
明
文
庫
蔵
（
貴
）
近
衛
信
尹
筆
本
・
書
陵
部
蔵
（
五
○

一
・
一
九
）
冷
泉
為
頼
筆
本
ｌ
ｌ
信
尹
本
・
為
頼
本
は
共
に
、
為
頼
父
為
満
所
持
の
定
家
真
筆
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
１
１
、
国
文
学

研
究
資
料
館
寄
託
（
一
二
○
・
一
五
’
七
○
四
）
田
安
家
本
三
十
六
歌
合
」
（
田
安
七
○
四
）
ｌ
信
尹
本
・
為
頼
本
と
同
様
に
、
祖

本
は
定
家
筆
本
。
但
し
定
家
本
か
ら
の
直
接
の
転
写
本
か
否
か
は
不
明
ｌ
、
書
陵
部
蔵
（
一
五
○
・
六
二
五
）
「
金
玉
集
」
ｌ
公
任

の
秀
歌
撰
『
金
玉
和
歌
集
」
と
は
別
書
で
、
二
一
十
六
人
撰
」
の
一
伝
本
。
細
川
道
賢
の
命
で
寛
正
二
年
に
円
雅
が
書
写
し
た
旨
の
本
奥

書
を
有
す
る
Ｉ
、
群
書
類
従
本
な
ど
も
み
な
「
山
た
か
み
」
の
本
文
と
な
る
の
で
、
や
は
り
書
陵
部
Ａ
本
の
誤
謬
と
考
え
ら
れ
る
。
但

し
、
「
山
深
み
」
で
も
歌
意
は
通
る
の
で
、
単
な
る
誤
写
で
は
な
く
意
改
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
。

ｏ

ｎ
「
延
長
四
年
大
井
河
行
幸
和
歌
番
所
」

、

文
意
か
ら
も
他
四
本
の
「
署
所
」
の
方
が
妥
当
で
、
流
布
本
に
も
「
署
」
字
を
所
載
す
る
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
本
文
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。

○
○

週
「
ひ
は
ら
も
い
ま
た
く
も
ら
ぬ
に
」

「
万
葉
集
」
巻
十
、
二
三
一
四
番
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
ま
た
、
公
任
撰
『
三
十
六
人
撰
」
を
藤
原
俊
成
が
改
撰
し
た
『
俊
成
三
十
六

人
歌
合
」
所
載
歌
で
も
あ
る
が
、
現
在
知
り
得
る
俊
成
改
撰
本
の
諸
本
、
即
ち
、
書
陵
部
蔵
（
一
五
○
・
三
一
七
）
本
、
陽
明
文
庫
蔵

（
４
）

（
別
置
）
近
衛
信
尹
筆
本
、
高
松
宮
家
旧
蔵
（
Ｃ
四
七
○
）
本
、
大
阪
市
立
大
学
蔵
（
九
二
・
一
八
・
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
本
、
杉
谷
寿
郎
氏
蔵

「
歌
仙
」
所
収
本
、
京
都
大
学
文
学
部
蔵
（
勘
‐
一
）
「
歌
撰
集
要
」
所
収
本
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
（
二
一
○
・
一
五
’
六
七
九
）

、
、

田
安
家
本
『
三
十
六
人
歌
合
集
』
（
田
安
六
七
九
）
の
七
本
は
い
ず
れ
も
「
く
も
ら
ね
ば
」
の
本
文
と
な
る
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文

皿
「
山
ふ
か
み
雲
ゐ
に
見
ゆ
る
」
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郡
〈
重
之
歌
ノ
下
句
欠
脱
〉

下
句
を
欠
脱
す
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
書
陵
部
Ａ
本
の
書
写
形
態
は
一
首
一
行
書
き
が
原
則
で
あ
り
、
当
該
歌
に
つ
い
て
は
か

な
り
大
振
り
に
書
写
す
る
た
め
に
、
上
句
の
み
で
ほ
ぼ
一
行
分
に
わ
た
る
の
で
、
著
名
な
歌
ゆ
え
下
句
を
省
略
し
た
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

か
0

を
非
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

恥
「
口
歸
佛
理
以
求
報
恩
」

四
本
は
底
本
の
欠
く
「
自
」

Ｏ

別
「
生
年
仁
寿
弁
衡
比
歎
」

２
一
目
４
ｔ
異
す
＃
上
関
」

正
し
く
は
「
斉
衡
」
と
あ
る
べ
き
だ
が
、
他
四
本
も
「
井
衡
」
と
記
し
、
共
に
誤
り
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
松
野
本
・
高
松
宮
乙
本
が

斉
歎
「
井
」
と
、
傍
注
「
斉
歎
」
を
持
ち
、
僅
か
に
疑
問
を
覗
か
せ
る
。

別
「
（
延
木
）
十
五
年
、
Ｕ
七
日
叙
従
五
位
下
」

書
陵
部
Ａ
本
の
誤
脱
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
『
公
卿
補
任
』
の
兼
輔
条
（
延
喜
廿
一
年
）
に
も
「
正
月
七
日
」
と
記
す
。

○

羽
「
延
長
六
年
正
月
十
七
日
叙
従
五
位
上
」

他
四
本
は
「
正
月
七
日
」
と
記
し
、
『
公
卿
補
任
』
の
敦
忠
条
（
天
慶
二
年
）
と
一
致
す
る
。

釦
「
天
徳
二
年
正
月
十
ｎ
ｕ
昇
殿
」

他
四
本
の
如
く
「
正
月
十
九
日
」
と
あ
る
べ
き
で
、
書
陵
部
Ａ
本
は
不
備
な
本
文
で
あ
る
こ
と
は
明
白
。

ｑ
Ｊ
一
君
ヨ
ヨ
パ
。
ｎ
づ
ノ
犬
挙
Ｌ
動
エ
回
矛
に
、
『
ノ
ご
》
、

誤
謬
と
い
う
性
格
の
異
同
で
は
な
い
が
、
系
図
に
付
さ
れ
る
傍
注
が
繁
蹟
に
わ
た
る
の
で
、
或
い
は
省
略
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う

他
四
本
の
如
く
「
正
月
十
九
両

拓
く
重
之
項
ノ
各
割
注
ナ
シ
〉

「
自
」
字
を
有
し
、

先
掲
岨
「
山
ふ
か
み
」
と
同
様
に
、
意
改
を
想
定
す
べ
き
で
、
単
な
る
誤
写
と
は
考
え
難
い
。

流
布
本
に
も
「
自
歸
佛
理
…
…
」
と
あ
る
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
の
誤
脱
と
判
断
さ
れ
る
。
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０

６
「
天
武
天
皇
八
年
己
卯
五
月
庚
辰
朔
甲
申
幸
吉
野
宮
若
此
時
歎
」

人
麿
項
の
傍
注
の
文
言
で
あ
る
が
、
書
陵
部
Ｂ
本
・
高
松
宮
甲
本
は
こ
の
全
文
を
有
さ
ず
、
松
野
本
・
高
松
宮
乙
本
は
「
天
武
天
皇
八

、月
…
…
」
と
す
る
。
書
陵
部
Ａ
本
が
正
し
い
こ
と
は
一
目
で
分
か
る
が
、
『
日
本
紀
略
』
に
徴
し
て
も
、
そ
の
点
は
確
認
し
得
る
。

０

７
「
（
持
統
天
皇
五
年
辛
卯
）
四
月
幸
吉
野
宮
者
未
知
行
何
日
」

、

「
四
月
幸
吉
野
宮
」
の
部
分
、
他
四
本
は
「
四
月
吉
野
宮
」
と
の
み
記
す
の
で
、
書
陵
部
Ａ
本
本
文
の
方
が
良
好
と
言
い
得
る
。
但
し
、

人
麿
項
の
別
の
部
分
で
五
本
揃
っ
て
「
（
持
統
四
年
）
五
月
吉
野
宮
」
と
す
る
本
文
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
「
幸
」
字
が
欠
け
る
の
を
一

４
－
土
厭
に
恩
ブ
ヨ
ノ
ｆ
ｌ
」

他
四
本
の
如
く
「
件
盛
方
」
で
あ
ろ
う
と
も
、
書
陵
部
Ａ
本
の
よ
う
に
単
に
「
盛
方
」
で
あ
ろ
う
と
も
、
意
味
上
さ
し
た
る
違
い
は
な

く
、
一
概
に
誤
脱
と
は
認
定
し
得
な
い
性
格
の
異
同
で
あ
る
。

右
掲
の
一
六
例
が
、
底
本
と
し
た
書
陵
部
Ａ
本
の
欠
陥
本
文
、
或
い
は
疑
問
を
残
す
異
同
箇
所
と
思
わ
れ
る
全
て
で
あ
る
。
続
い
て
、

書
陵
部
Ａ
本
の
方
が
他
四
本
よ
り
も
優
勢
、
良
好
な
本
文
と
認
定
し
得
る
も
の
を
列
挙
し
、
説
明
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

蛇
「
□
そ
の
な
き
名
の
立
に
け
る
か
な
」

他
四
本
の
本
文
に
従
え
ば
「
よ
そ
の
な
き
名
の
」
と
な
る
が
、
小
大
君
の
こ
の
歌
を
収
載
す
る
『
三
十
六
人
撰
」
（
公
任
撰
）
ｌ
俊

、
、

成
改
撰
本
は
こ
の
歌
は
不
載
ｌ
の
前
掲
六
本
と
も
「
そ
の
夜
な
き
名
の
」
の
本
文
で
あ
り
、
結
局
『
歌
仙
傳
」
五
本
の
い
ず
れ
も
正
し

い
本
文
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
。

⑱
「
其
時
口
盛
方
六
位
也
」

四
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審
を
述
べ
る
。

０
０

Ｍ
「
神
護
景
雲
元
年
八
月
任
大
宰
少
戴
」

他
四
本
に
は
「
八
月
」
の
二
字
が
な
い
が
、
誤
り
と
は
言
い
得
な
い
。
書
陵
部
Ａ
本
の
方
が
よ
り
厳
密
、
詳
細
で
良
好
な
本
文
と
認
め

ら
れ
る
。
因
み
に
、
『
公
卿
補
任
」
（
家
持
条
）
に
は
「
神
護
景
雲
元
年
八
月
」
と
記
載
さ
れ
る
。

Ｏ

暗
「
至
海
部
郡
玉
津
嶋
頓
宮
留
十
有
餘
日
」

日
歎

「
十
有
餘
日
」
の
「
日
」
を
書
陵
部
Ｂ
本
・
高
松
宮
甲
本
は
「
月
」
と
し
、
松
野
本
・
高
松
宮
乙
本
は
「
月
」
と
傍
書
に
「
日
歎
」
を

、

添
え
、
疑
問
を
呈
す
る
。
「
十
有
餘
月
」
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
つ
ま
い
が
、
『
続
日
本
紀
』
も
流
布
本
も
書
陵
部
Ａ
本
と
一
致
す

概
に
誤
り
と
は
断
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

０

８
「
延
喜
六
年
二
月
任
越
前
権
少
橡
」

松
野
本
一
本
の
み
の
段
階
で
は
「
権
少
将
」
の
誤
り
を
訂
し
得
な
か
っ
た
が
、
書
陵
部
Ａ
本
に
よ
っ
て
正
し
い
本
文
を
知
り
得
る
。
流

布
本
に
も
「
権
少
橡
」
と
記
さ
れ
る
。

る
0

、
、

兼
輔
項
の
系
図
の
「
兼
茂
」
に
か
か
わ
る
傍
注
で
あ
る
が
、
他
四
本
は
「
右
衛
門
督
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
『
公
卿
補
任
』
に
は
「
延

Ｏ

岨
「
可
謂
友
則
父
寄
人
歎
」

前
掲
略
と
同
様
の
本
文
異
同
を
見
せ
る
部
分
で
、
前
文
と
連
携
し
て
、
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
が
良
好
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

０
０

躯
「
参
議
従
四
下
右
兵
衛
督
」

Ｏ

肥
「
依
惟
喬
親
王
銚
集
父
之
寄
」

父
欺

「
父
」
の
字
、
書
陵
部
Ｂ
本
は
「
又
」
、
松
野
本
・
高
松
宮
甲
本
・
高
松
宮
乙
本
の
三
本
は
「
又
」
と
、
傍
書
「
父
歎
」
を
付
し
て
不
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《
く
〕
｜
酋
炉
ル
ー
ノ
執
宛
う
づ
勾
午
匡
卜
も
皿
で
十
両
腿
」

公
忠
項
の
割
注
部
分
の
本
文
で
あ
る
が
、
「
労
」
字
を
松
野
本
・
書
陵
部
Ｂ
本
・
高
松
宮
甲
本
の
三
本
は
「
以
方
」
と
し
、
高
松
宮
乙

本
ノ
マ
、

本
は
「
以
方
」
と
の
傍
書
を
付
す
。
、
旧
稿
の
段
階
で
も
「
以
方
」
は
「
労
」
の
誤
り
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
推
測
を
持
っ
た
が
、
書
陵

部
Ａ
本
に
よ
っ
て
そ
の
点
を
確
か
め
得
た
。

喜
十
九
九
十
三
左
兵
衛
督
」
（
兼
茂
条
）
と
あ
り
、
「
左
・
右
」
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
書
陵
部
Ａ
本
本
文
は
史
実
に
近
い
記
載
で
あ
る

“
「
中
務
卿
敦
慶
親
王
女
」

敦
イ

中
務
項
の
割
注
の
文
言
で
、
「
敦
」
字
を
他
四
本
は
「
教
」
と
す
る
が
、
書
陵
部
Ａ
本
本
文
の
方
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
な
お
、
他
四
本
の
異
文
注
記
「
敦
イ
」
Ｉ
「
イ
」
は
異
本
を
表
わ
す
「
異
」
を
片
仮
名
書
き
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
他
本
」

（
５
）

の
意
の
「
他
」
を
偏
の
み
で
略
記
し
た
も
の
ｌ
に
注
目
す
る
と
、
『
歌
仙
傳
』
（
異
本
）
の
本
文
系
統
に
少
な
く
と
も
二
系
統
は
存
在
し

て
い
た
こ
と
を
窺
知
せ
し
め
る
が
、
或
い
は
、
「
イ
」
系
本
文
は
こ
の
書
陵
部
Ａ
本
系
統
本
文
を
指
す
か
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
に
掲
げ
た
一
二
例
の
う
ち
に
は
、
８
．
肥
・
岨
・
鉋
・
妬
な
ど
の
如
く
、
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
に
よ
っ
て
史
実
の
正
し
さ
を
確
認

九
三
十
三
左
近
権
少
将
」
し

Ｏ

銘
「
蔵
人
労
本
官
如
故
」

羽
「
（
寛
平
）
十

「
権
」
字
を
欠
ノ

本
文
を
補
償
す
る
。

こ
と
を
知
る
。

○
○

釦
「
（
延
長
）
九
年
三
月
任
左
近
衛
少
将
」

、
、

他
四
本
は
「
九
月
三
日
」
と
す
る
が
、
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
る
。
な
お
、
「
公
卿
補
任
」
の
敦
忠
条
（
天
慶
二
年
）
に
「
同
（
延
長
）

三
十
三
左
近
権
少
将
」
と
の
記
載
が
あ
り
、
「
権
」
字
が
加
わ
る
点
が
僅
か
に
異
な
る
。

Ｏ

「
中
務
卿
敦
慶
親
王
女
」

Ｏ

「
（
寛
平
）
十
年
正
月
任
讃
岐
権
橡
」

匿
字
を
欠
く
他
四
本
に
従
え
ば
「
讃
岐
橡
」
と
な
る
が
、
『
公
卿
補
任
』
（
兼
輔
条
）
に
は
「
讃
岐
権
橡
」
と
あ
り
、
書
陵
部
Ａ
本
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Ｏ

恥
「
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は
神
そ
し
る
ら
ん
」

上
句
も
含
め
る
と
、
「
三
十
六
人
撰
』
諸
本
と
の
間
に
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
、
『
歌
仙
傳
』
・
「
三
十
六
人
撰
』
そ
れ
ぞ
れ

当
該
歌
の
全
文
を
掲
げ
る
と
、
先
ず
『
歌
仙
傳
』
は
、

万
代
の
は
し
め
と
け
ふ
を
い
は
ひ
を
き
て
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は
神
そ
し
る
ら
ん
（
Ａ
）

、

万
代
の
は
し
め
と
け
ふ
を
い
は
ひ
を
き
て
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
を
神
そ
し
る
ら
ん
（
Ｂ
甲
乙
）

本
ノ
マ
画
、
、
、
、

万
代
の
は
し
め
と
け
ふ
を
祝
を
き
て
い
ま
行
末
を
神
や
ま
も
ら
ん
（
松
）

の
如
く
で
あ
り
、
『
三
十
六
人
撰
』
諸
本
は
、

万
代
の
始
と
け
ふ
を
い
の
り
を
き
て
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
は
神
そ
し
ら
ん
（
信
尹
本
・
為
頼
本
・
田
安
本
・
金
玉
集
）

、
、
、
、

万
代
の
は
し
め
と
今
日
を
い
の
り
を
き
て
い
ま
ゆ
く
す
ゑ
も
か
み
そ
か
そ
へ
ん
（
今
治
本
）

、

他
四
本
は
「
権
少
目
」
と
参

信
懸
性
の
高
い
資
料
は
、
『
三

目
」
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
判
睡

推
し
測
る
資
料
た
り
得
な
い
。

し
得
る
も
の
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
、
欠
陥
本
文
も
有
す
る
反
面
で
、
他
四
本
の
誤
謬
を
訂
正
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
多
い
の
で
、
底

本
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

こ
の
外
、
書
陵
部
Ａ
本
の
独
自
異
文
で
、
必
ず
し
も
誤
り
と
は
言
え
ず
、
ど
ち
ら
の
本
文
が
良
好
な
の
か
判
断
を
下
し
得
ぬ
四
例
が
あ

る
の
で
、
次
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。

Ｏ

Ⅱ
「
延
喜
七
年
正
月
十
三
日
任
丹
波
権
大
目
」

、

他
四
本
は
「
権
少
目
」
と
あ
っ
て
、
細
か
い
点
な
が
ら
対
立
す
る
。
先
掲
娚
の
能
宣
の
場
合
と
同
様
に
、
躬
恒
の
経
歴
に
関
し
て
最
も

（
６
）

信
懸
性
の
高
い
資
料
は
、
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
」
を
措
い
て
他
に
な
く
、
外
部
徴
証
に
依
拠
す
る
術
も
な
い
の
で
、
「
権
大
目
」
・
「
権
少

目
」
の
い
ず
れ
が
妥
当
か
判
断
が
着
か
な
い
。
な
お
、
流
布
本
の
当
該
部
分
に
は
「
丹
波
権
目
」
と
の
み
記
さ
れ
、
対
立
異
文
の
是
非
を
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右
に
掲
げ
た
Ⅱ
・
恥
・
躯
・
的
の
四
例
の
場
合
は
、
必
ず
し
も
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
を
是
と
す
る
根
拠
は
見
出
し
得
ぬ
が
、
歌
意
は
通

じ
る
の
で
、
非
と
す
べ
き
性
格
の
本
文
で
は
な
い
。
か
よ
う
に
、
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
は
特
異
な
場
合
で
も
、
誤
り
と
は
言
え
ぬ
も
の
が

多
く
、
注
目
さ
れ
る
が
、
独
自
異
文
で
は
な
い
本
文
、
即
ち
、
五
本
内
で
相
互
に
複
数
の
伝
本
が
対
立
す
る
異
同
箇
所
に
於
い
て
、
書
陵

部
Ａ
本
の
本
文
が
良
好
と
判
断
さ
れ
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

Ｏ

肥
「
昔
は
物
は
お
も
は
さ
り
け
り
」

、

他
四
本
は
「
物
を
」
と
あ
り
、
『
三
十
六
人
撰
』
の
諸
本
中
で
は
、
陽
明
本
・
書
陵
部
本
・
田
安
本
・
金
玉
集
・
今
治
本
の
五
本
が

、

、

「
も
の
も
」
、
類
従
本
は
「
も
の
を
」
で
あ
り
、
書
陵
部
Ａ
本
の
「
物
は
」
の
本
文
は
他
に
見
当
た
ら
ず
、
独
自
異
文
と
な
る
が
、
い
ず
れ

の
本
文
で
も
歌
意
は
通
り
、
是
非
を
決
め
か
ね
る
。

○

羽
「
ふ
け
ゐ
の
浦
に
ゐ
る
た
つ
は
な
と
か
」

、

他
四
本
も
二
一
十
六
人
撰
』
の
前
掲
諸
本
も
全
て
「
た
つ
の
」
の
本
文
で
あ
り
、
書
陵
部
Ａ
本
は
孤
本
文
と
な
る
が
、
「
た
づ
は
」
「
た

づ
の
」
い
ず
れ
で
も
歌
意
は
通
じ
る
。

と
な
る
。

、
、
、
、
、

万
代
の
は
し
め
と
今
日
を
い
の
り
を
き
て
今
行
末
は
神
そ
か
そ
へ
ん
（
類
従
本
）

と
な
り
、
書
陵
部
Ａ
本
は
、
上
句
の
「
い
は
ひ
」
と
「
い
の
り
」
の
相
違
の
外
は
、
下
句
は
陽
明
本
（
近
衛
信
尹
筆
）
・
書
陵
部
本
（
冷

泉
為
頼
筆
）
Ｉ
い
ず
れ
も
定
家
筆
本
の
忠
実
な
臨
模
本
Ｉ
、
田
安
本
１
１
祖
本
は
定
家
筆
本
Ｉ
、
金
玉
集
と
一
致
す
る
。
当
該
歌

に
関
し
て
は
い
ず
れ
の
伝
本
の
本
文
を
是
と
す
る
か
、
決
定
的
な
根
拠
は
見
出
し
難
い
が
、
松
野
本
が
他
本
と
隔
絶
し
て
独
り
遠
い
本
文

、

松
Ｂ
乙
の
「
取
住
所
之
各
」
で
は
文
意
が
通
ら
な
い
の
で
、
字
形
相
似
に
よ
る
誤
写
か
。

Ｏ

Ⅳ
「
取
住
所
之
名
」
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好
と
言
え
よ
う
。

「
三
月
」
が
是
か
と
思
わ
れ
る
。

、

Ｂ
甲
の
二
本
は
「
十
外
記
」
と
あ
る
が
、
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

○
○
○
○

訂
「
（
承
平
）
八
年
三
月
任
左
衛
門
権
少
尉
」

乙
は
「
八
年
三
月
」
の
四
文
字
を
欠
脱
し
、
Ｂ
は
「
八
年
二
月
」
に
作
る
。
「
三
月
」
と
「
二
月
」
と
い
ず
れ
が
是
か
一
概
に
判
断
が

つ
か
ぬ
が
、
流
布
本
に
は
「
八
月
三
日
」
ｌ
「
年
・
月
」
を
「
月
・
日
」
に
誤
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ｌ
と
あ
る
点
を
勘
案
す
れ
ば
、

松
Ａ
の
二
本
「
向
」
字
を
有
す
る
が
、
「
兼
輔
卿
の
彼
の
旧
宅
に
向
か
ふ
」
意
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
向
」
字
を
具
備
す
る
本
文
の
方
が
良

虹
「
正
月
廿
七
日
〆

Ｂ
甲
の
二
本
は
戸

Ｏ

妬
「
篤
行
王
三
男
」

○

弘
「
大
外
記
御
舩
宿
祢
」

○

羽
「
正
月
任
右
少
弁
」

甸
屯
》
｜
「
川
型
に
ト
ノ
坐
牛
Ｌ
斗
厘
汀
肖
勿
勾
一
半
丁
〃
」

、

Ｂ
甲
の
二
本
は
「
右
少
年
」
と
記
す
が
、
Ⅳ
・
別
の
例
な
ど
と
同
様
に
、
「
弁
」
「
年
」
相
似
す
る
ゆ
え
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

Ｏ

〃
「
正
月
任
大
宰
大
戴
」

、

Ｂ
甲
の
二
本
は
「
大
宮
大
戴
」
と
作
る
が
、
誤
り
で
あ
る
。

○

別
「
假
他
名
入
彼
集
欺
」

Ｂ
乙
は
「
他
各
」
で
、
毒

○

妬
「
兼
輔
卿
向
彼
薑
宅
」

○
○
○
Ｏ

「
正
月
廿
七
日
任
丹
波
介
」

汀
の
二
本
は
「
任
丹
波
介
」
の
四
文
字
を
脱
し
、
不
完
全
な
記
載
と
な
る
。

前
例
と
同
様
に
字
形
が
相
似
す
る
た
め
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。
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か
つ
て
旧
稿
で
異
本
本
文
の
紹
介
を
行
な
い
、
併
せ
て
、
異
本
は
流
布
本
に
先
行
す
る
本
文
で
あ
る
こ
と
を
も
論
証
し
た
が
、
そ
の
時

点
で
は
、
流
布
本
は
異
本
の
記
事
内
容
を
抄
出
、
簡
略
化
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
内
容
に
関
し
て
は
忠
実
に
継
承
す
る
も
の
と
見
倣
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
流
布
本
は
異
本
の
誤
謬
と
思
し
き
本
文
を
訂
し
、
微
少
な
が
ら
異
本
に
な
い
記
事
を

採
り
込
む
な
ど
、
必
ず
し
も
無
批
判
に
異
本
本
文
を
踏
襲
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
う
し
た
事
実
を
敷
桁
し
て
、
流
布
本
編
者
に

（
７
）

六
條
家
の
顕
昭
（
二
三
○
頃
～
一
二
○
九
以
降
）
を
擬
定
す
る
可
能
性
を
提
示
す
る
に
至
っ
た
。

、

松
Ｂ
甲
の
三
本
は
「
篤
行
王
之
男
」
と
あ
り
、
Ａ
乙
の
二
本
と
対
立
す
る
。
写
本
に
於
け
る
「
三
」
「
之
」
の
字
体
は
極
め
て
酷
似
し
、

殊
に
松
野
本
に
於
い
て
は
殆
ど
区
別
が
つ
け
難
い
ほ
ど
で
あ
る
。
字
体
酷
似
に
起
因
す
る
、
一
方
か
ら
他
方
へ
の
転
移
で
あ
ろ
う
が
、
篤

行
王
の
息
男
の
意
な
ら
、
「
篤
行
王
男
」
の
表
記
で
事
足
り
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
こ
は
「
篤
行
王
三
男
」
を
是
と
す
べ
き
で
、
書
陵
部

Ａ
本
・
高
松
宮
乙
本
の
本
文
に
拠
る
べ
き
で
あ
る
。
因
み
に
、
流
布
本
に
は
割
注
で
「
篤
行
王
三
男
」
と
記
さ
れ
る
。

と
し
て
、
異
本
と
流
布
本
と
で
相
唾
一

題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

前
章
で
は
、
主
に
書
陵
部
Ａ
本
の
本
文
に
つ
い
て
、
独
自
異
文
、
共
通
異
文
の
質
的
吟
味
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
書
陵
部
Ａ
本

本
文
は
、
い
く
つ
か
の
誤
謬
、
欠
陥
本
文
を
有
す
る
も
の
の
、
他
の
四
本
で
は
補
訂
し
得
ぬ
誤
謬
や
欠
陥
を
補
い
得
る
場
合
も
多
く
、

『
歌
仙
傳
』
（
異
本
）
の
五
本
の
伝
本
の
う
ち
で
は
、
根
幹
に
据
え
る
底
本
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、
及
び
、
現
存
伝
本
を
相
互
に
校
訂
し
て

得
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
校
訂
本
文
に
拠
る
べ
き
こ
と
、
以
上
の
二
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
自
体
の
問
題

と
し
て
、
異
本
と
流
布
本
と
で
相
違
す
る
記
事
内
容
に
つ
い
て
、
逐
一
そ
れ
ら
の
是
非
を
究
明
、
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
課

五
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本
稿
で
は
異
文
の
羅
列
に
終
始
す
る
が
如
き
繼
述
を
繰
り
返
し
、
何
ら
の
論
証
を
も
為
し
得
ぬ
駄
弁
を
弄
し
、
ま
た
、
底
本
と
し
た
書

陵
部
Ａ
本
の
全
文
を
掲
げ
ぬ
な
ど
、
ま
こ
と
に
拙
い
論
考
を
提
示
し
た
が
、
一
に
旧
稿
の
不
備
を
補
う
こ
と
と
、
大
幅
な
紙
幅
の
増
大
を

避
け
た
い
と
の
理
由
に
よ
る
。
御
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

は
見
倣
し
得
な
い
、

要
と
な
っ
て
来
る
。

こ
う
し
た
段
階
に
辿
り
着
く
と
、
更
め
て
、
管
見
し
た
異
本
（
六
本
１
１
但
し
披
見
不
可
の
一
本
を
含
む
１
Ｊ
流
布
本
（
一
三
本
）

そ
れ
ぞ
れ
の
原
態
本
文
遡
及
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
先
ず
は
旧
稿
の
補
訂
を
も
意
図
し
、
伝
本
数
の
少
な
い
異
本
本
文

の
比
較
、
校
訂
を
目
指
し
た
次
第
で
あ
る
。
今
後
は
流
布
本
本
文
の
検
討
が
課
題
と
し
て
残
る
が
、
流
布
本
に
関
し
て
は
、
最
も
流
布
し

て
い
る
群
書
類
従
所
収
本
文
が
、
実
は
、
流
布
本
系
諸
本
の
中
で
は
独
り
隔
絶
し
て
遠
く
に
位
置
し
、
必
ず
し
も
流
布
本
の
代
表
本
文
と

は
見
倣
し
得
な
い
、
と
の
見
通
し
が
持
た
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
も
、
流
布
本
相
互
の
比
較
、
検
討
を
通
し
た
校
訂
作
業
が
必

（
４
）
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真
番
号
に
よ
る
。

（
５
）
高
田
信
敬
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
異
本
の
意
を
表
現
す
る
呼
称
は
「
こ
と
ほ
ん
」
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
例
を
知
り
得
る
が
、

「
イ
ホ
ン
」
の
呼
称
は
『
日
葡
辞
書
」
に
載
る
由
で
あ
る
か
ら
ｌ
「
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
ｌ
、
「
こ
と
ほ
ん
」
「
イ
ホ
ン
」
呼
称
の
時
代

（
１
）
拙
稿

（
２
）
拙
稿

（
３
）
拙
稿

年
三
月
）

注

「
異
本
三
十
六
人
歌
仙
伝
ｌ
翻
刻
な
ら
び
に
解
説
ｌ
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
八
号
昭
和
五
十
七
年
三
月
）

ヨ
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
考
１
１
作
者
な
ら
び
に
成
立
年
時
ｌ
」
（
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
五
十
七
年
十
月
）

「
三
十
六
人
歌
仙
伝
補
考
１
１
古
今
和
歌
集
目
録
と
の
先
行
関
係
の
再
確
認
ｌ
」
（
「
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
」
第
九
号
昭
和
五
十
八
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的
接
点
と
、
「
イ
本
」
表
示
を
確
認
し
得
る
年
代
と
を
、
更
に
厳
密
に
究
明
す
べ
き
で
あ
る
。

（
６
）
書
陵
部
蔵
（
五
○
一
・
四
一
四
）
『
後
陽
成
天
皇
百
人
一
首
抄
』
は
孤
本
で
あ
る
が
、
異
本
『
歌
仙
傳
』
を
典
拠
資
料
の
一
つ
に
用
い
た
と
想
定

さ
れ
、
そ
れ
に
は
「
丹
波
権
大
目
」
と
あ
る
。
異
本
『
歌
仙
傳
』
本
文
に
二
系
統
が
存
し
た
ら
し
い
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
後
陽
成
抄
は
書
陵
部

Ａ
本
系
本
文
に
依
拠
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

（
７
）
拙
稿
「
流
布
本
三
十
六
人
歌
仙
伝
と
顕
昭
」
（
「
中
古
文
学
」
第
五
十
八
号
平
成
八
年
十
一
月
）

－80－


